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１．はじめに 

 近年、国内外で高病原性鶏インフルエンザ（以下 HPAI）が発生しており、現在、養鶏農家

には飼養衛生管理基準、家畜伝染病予防法第 52 条の徴求報告が義務つけられている。これまで

も家畜保健衛生所（以下家保）、畜産農家、畜産関係者で情報の共有化や早期通報などの防疫体

制を整備してきたところである。また、管内は県内の 6割の養鶏場が集中する養鶏密集地である

ため、当家保では毎月の死亡羽数報告や疾病発生情報を市役所や孵化場などの関係団体とを共有

し、協力する体制となっている。そのようななか、異常通報の基準を設定していた養鶏場から家

保への早期通報により、早期に対応ができた事例があったのでその概要を報告する。 

 

２．農場の概要と発生状況 

今回伝染性気管支炎（以下ＩＢ）の発生があった農場は、採卵鶏 20 万羽をウインドレス鶏舎

4棟、開放鶏舎 4棟で飼育する大規模な農場である。35 日齢ころまでは育雛舎、その後育成舎に

移動、125 日齢前後で成鶏舎に移動する（図１）。当農場では以前から家保と協議の上、死亡羽

数が鶏群の 0.3％に達すると家保に連絡する体制にしていた。 

発生鶏群は平成 22 年 2 月 5日初生導入の 47,200 羽の鶏群で、育成舎に移動後の 40 日齢で死

亡羽数が増加し、死亡率が 0.3％に達したため、病性鑑定依頼があった。症状は、沈うつ、羽毛

逆立て、水様性下痢などが見られた。（表１） 
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        （図１）                    （表１） 

 

３．ワクチンプログラム 

ＩＢについては、初生で C78 株、14 日齢で北１株、26日と 55 日で H120 株、43 日で TM86 株、

75 日で M41 株を接種するものとなっていた（表２）。 



 

４．死亡羽数の推移 

37日齢で育成鶏舎に移動直後から死亡羽数が増加し、40日齢で死亡率が0.3％となったため、

家保に通報があり、立入検査を実施した。移動後３週間で約 1,300 羽死亡した（図２）。 
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（表２）                    （図２） 

 

５．材料と方法 

生体５羽について、病理検査、細菌検査、ウイルス検査を実施した。主要臓器からのウイルス

分離のほか、ＩＢは抗原決定に重要なＳ１遺伝子領域のプライマーを用い PCR 検査を実施した。

また、PCR 産物を用い、RFLP で簡易型別を実施した。ワクチン選択に必要な塩基配列の決定は、

ダイレクトシークエンスで行った。その他、鳥インフルエンザ、ニューカッスル病についても検

査を実施した。 

 

６．病性鑑定の成績 

病理検査では、剖検所見で腎臓の腫大、組織所見で間質性腎炎が５羽全ての検体について認めら

れた（図３）。細菌検査では有意な細菌は分離されなかった。ウイルス検査は、ＩＢについては

ウイルス分離、PCR 検査で５羽全て陽性、鳥インフルエンザ、ニューカッスル病についてはすべ

て陰性であった。これらの結果からＩＢと診断した。 

 

７．ＩＢウイルスＳ１遺伝子分子系統樹 

ワクチンプログラム検討のため、分離ウイルスの詳細な遺伝子検査を実施した。 

制限酵素切断サイズから JP-Ⅱ型に分類され、ワクチン株の Miyazaki 株、ＴＭ86 株と近縁で

あると判明した（図４）。 
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       （図３）                     （図４） 

 

８．対策 

以上の結果から、ＩＢワクチンプログラムの検討と、飼養衛生管理を再度確認した。 

ワクチンの変更は、分離株がワクチン株の Miyazaki 株、TM86 株に近縁であったが、農場では

既に TM86 株を使っていたため、TM86 株については接種日齢の変更を勧め、従来の 43 日齢を 14

日齢の早期接種に変更し、43 日齢での接種には過去に県内で発生のあった 4/91 株を追加するこ

ととした。次回４月の導入鶏群から変更した（表３）。 

また、飼養衛生管理について、表の項目を再確認したが、不備は認められなかった（表４）。 
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       （表３）                   （表４） 

 

９．育成率 

発症鶏群とワクチン変更後の鶏群の育成率を比較した。この農場では通常１８週で 98％以上

の育成率となっており、発症鶏群は 95.3％で、通常より 3％程度低くなっていた。ワクチン変更

後の鶏群では 98％以上の育成率で異常は見られなかった（図５）。 

 

 

 



１０．産卵率 

発症鶏群と同鶏種の管理マニュアルの産卵率を比較した。概ねマニュアルどおりの推移となっ

ており、産卵への影響はあまりなかったと推察した（図６）。 
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１１．まとめと考察 

今回の症例はＩＢ腎炎型で遺伝子解析の結果、ＪＰⅡ型の Miyazaki 株、TM86 株に近縁と判明

した。ワクチンプログラムを検討した結果、TM86 株を既に使用していたので、接種日齢を従来

の43日から14日の早期接種に変更し、過去に県内で発生のあった、4／91株を新たに追加した。 

また、ＩＢには多くの血清型が存在し、発症時期や症状など病態も様々であるため、ワクチン

株の選択や接種日齢を慎重に検討すること、野外流行株や発生情報を把握するよう努め、飼養衛

生管理の徹底、早期発見・通報することが続発を防ぐポイントになる。今回の事例も、日ごろか

らの衛生管理と早期通報により、ワクチンプログラムの変更が次の導入鶏群に適応でき、続発を

防ぐことができた。これまでのところ、発生鶏群、同居鶏群ともに順調で、続発は認められない。 

今回の事例はＩＢと診断されたが、病気を早期に発見し、家保に通報・対策をとったため、続

発を防ぐことができた事例である。ＩＢやインフルエンザに限らず、日頃から病気の侵入を防止

する対策をとり、異常を早期通報することが重要となる。今後は他の農場についても飼養衛生管

理の徹底のほか、農場からの早期通報を確実にするため、今回の農場のように異常羽数の具体的

な基準を設けるなど、更なる防疫体制の強化を図り、病気が発生した際には関係者全体で対応が

講じられるよう、危機管理体制を再確認したい。 
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